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資料５ 

◆食品リサイクル堆肥製造や品質向上の指導参考資料として食品リサイクル堆肥生産、

利用の優良事例集を作成・配布 

 (畜産堆肥については品質、利用促進等の面で優れた優良事例集を刊行。専門家

の現地調査結果を基に品質の良い堆肥製造等が出来ている要因をコメント) 

 

◆食品リサイクル堆肥施用による農作物の品質向上(食味、機能性成分)等付加価値向

上に関する実証調査試験の実施 

  (これまで一部ではあるが、醤油粕等堆肥施用によりお茶の旨味成分であるテア

ニン含量等の増加、トマト、ジャガイモへの各種堆肥施用の中で食品リサイク

ル堆肥の食味が良いとの調査結果が得られている。) 

 

     また、今後上記事項を実施する中で品質の良い食品リサイクル堆肥の審査基準を明確

にした上で堆肥共励会の実施 

(畜産堆肥については、これまで県段階で品質向上のための堆肥共励会を実施し、

優良な堆肥を表彰してきている。) 
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資料５ 

(参 考) 

 

 

 

栃木県茂木町では町営の堆肥センター「美土里館」を設置し、「美土里堆肥」という

名前で堆肥を販売している。以前、地域の耕種農家は酪農家と相対で取引していたが、

堆肥利用がうまくいかないことから町が畜ふんのみでなく、分別した生ごみ、間伐材を

原料としたおが屑、里山の竹のチップ、落ち葉といった地域資源を有効活用して堆肥を

製造する堆肥センターを設置した。        

美土里堆肥は、肥料効果より土壌改良効果の高い堆肥である。多くの作物で利用でき

るが、特にイチゴ、トマトなど肥料を抑えて栽培する必要のある作物に適している。堆

肥はさらさらしており、取扱い性も大変良好である。 

 

(堆肥の値上げと販売数量の変化) 

堆肥センターの設置後年数を経てきたことから、機械、施設の修理費が嵩んできて製

造コストが多くかかるようになってきた。このため、平成20年 4月1日から従来 4,000

円/t(町内)であったものを、5,000 円/t(町内)に値上げした。当初、販売量が減少する

ことを心配したが、値上げ後 1年間の比較で販売重量では前年比 11%増、販売金額では

19%増とむしろ増加している。 

 

(堆肥値上げしても販売数量低下しなかった要因) 

★堆肥の品質良さが定着しており、周辺市町村農家にも口コミで伝わっていた。 

★特に特産であるイチゴ農家に人気があり、周辺市町村からの堆肥購入者が増加した。

★町で認定した農家は農作物に美土里堆肥利用のシールを張ることができる仕組みが 

 できており、人気を呼んでいることから他の堆肥は利用しにくい。 

 

 (写真) 道の駅における美土里堆肥利用農産物販売コーナー 

 

 

 

 

 

 

栃木県茂木町営堆肥センターの食品リサイクル堆肥(認証合格堆肥)の事例 


